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【地域密着型サービスの外部評価項目の構成】
外部評価項目

 1 ～  10

11

 12 ～ 16

17 ～ 23

所　　在　　地

サービス種別
定　 員　 等

■

神奈川県相模原市緑区太井596-1

事業所はJR「橋本」駅北口1番バス乗り場から「三ケ木」行きに乗車、国道413号線
（津久井～山中湖)を約25分の「北根小屋」バス停のすぐ前にあります。木造2階建て
定員18名のグループホームです。リビングも階段の踊り場も広くゆったりしていま
す。西側には約20坪の平地があり、管理者は野菜畑として、また耐熱煉瓦を積んだ
バーベキュースペースや、ベンチを配置して入居者と地域住民交流の場にしようと草
むしりをし畑を耕しています。
＜優れている点＞
職員の育成に力を入れ、「介護倫理」「認知症介護」など各課題の基本編を解りやす
くまとめた資料を全職員に配布しています。テスト用ページもあり自己学習に活かし
ています。「規律などのルールをきちんと守ることが重要である」との社長方針の基
本教育を徹底しています。管理者は「グループホームの使命はケアプランを実践する
こと」と指導しており、職員はいつも利用者の様子を把握し、ケアプランを見直す必
要は無いかなど関係者と協議しています。家族と共に入居者の安全と健康に配慮し、
ADLを下げないように努めています。
＜工夫点＞
地震の注意喚起「命を守る3ステップ」①まず低く②頭を守る③動かない、をリビン
グ壁面に掲示しています。職員用ヘルメットと入居者用の頭巾、首にかける色分けし
た名札には、赤は要介助、要救助必要、黄色は手引き必要、青は避難行動可能と表記
し、全員分を備えています。記録は全てタブレット入力に移行済の為、緊急時に備え
て紙での非常持ち出し用ファイルを保管しています。防災備蓄品は建物外の物置に収
納し、生活水は各フロアの廊下に20ℓ2本を置き、災害時に備えています。

認知症対応型共同生活介護

当施設理念の1つに「最期まで幸せを想えるホームをめざす」を掲げています。
理念にはご利用者様から教えていただいた一人ひとりの願いが詰まっています。
人生の最終章を当施設で過ごしていただき、「みさきで良かった」と心から想って
いただけるような関わりができるように最善を尽くしています。
施設周辺は自然豊かで、四季折々の景色を楽しめます。地域行事も盛んなため、年
間を通して地域住民の方々と触れ合う機会が多くあります。また、施設内に畑もあ
り、季節ごとの野菜を収穫する楽しみや、旬の食材を味わえます。

Ⅲ その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント 23 ～ 35

Ⅳ その人らしい暮らしを続けるための日々の支援 36 ～ 55

Ⅴ アウトカム項目 56 ～ 68

自己評価項目

Ⅰ 理念に基づく運営  1 ～ 14

）

定員　計

ﾕﾆｯﾄ数

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援 15 ～ 22

令和6年12月28日
評 価 結 果
市町村受理日

令和7年4月23日

http://www.rakuraku.or.jp/kaigonavi/
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【外部評価で確認した事業所の優れている点・工夫点（評価機関記入）】
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが ○ 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

 事業所名 グループホームみさき津久井

 ユニット名 1ユニット（1階）

　Ⅴ　アウトカム項目

株式会社フィールズ



グループホームみさき津久井　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事
業所理念をつくり、管理者と職員は、そ
の理念を共有して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続
けられるよう、事業所自体が地域の一員
として日常的に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている
認知症の人の理解や支援の方法を、地域
の人々に向けて活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの
実際、評価への取り組み状況等について
報告や話し合いを行い、そこでの意見を
サービス向上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取
り、事業所の実情やケアサービスの取組
みを積極的に伝えながら、協力関係を築
くように取り組んでいる。

「ご利用者様が最期まで幸せを想えるホーム
を目指します」という理念の下、信頼関係の
構築を念頭にし、特にケアプランを重視した
運営を行っています。職員は「継続こそ力な
り」として、朝礼時に理念の唱和をしていま
す。

自治会に加入しています。地元の祭りに積極
的に参加し、桜祭りや津久井湖花火大会など
のイベントを楽しんでいます。事業所の敷地
内に広い畑があり、管理者は、今後、さつま
芋を植え、地元の子ども達と芋ほり体験など
の交流を考えています。

管理者は、運営推進会議の意義として運営の
透明性を意識しています。事業所の暮らしや
職員の思いを含め、その良さを知ってもらえ
るよう詳細に報告しています。前回より対面
による会議が復活し、改めて意見や情報交換
のできる対面開催の良さを実感しています。

生活保護の人の受け入れで市の生活支援課と
密接な連携をしています。年1回は面会に来
所し、普段の生活の様子を見てもらっていま
す。市のケースワーカ―とは以前から交流が
あり、直接窓口に赴いて空き情報などを伝え
ています。

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念を掲げ、毎朝礼時に管理者と職員は唱和
を行っている。毎日の生活の中にも溶け込ん
でおり、皆がご利用者様にとっての「幸せ」
についてイメージしながら支援している。ご
家族様からの言葉からも実践できているので
はと考える。

コロナ禍において直接的な機会の喪失は正直
ある。一方で毎日の日課として地域近隣を散
歩する機会は変わらずにある。地域の方と挨
拶を交わしたり、お話しができる場面もあ
り、交流は図れており、常に地域の方に見守
られている安心感がある。

コロナ流行前はみさきCafé開催等も通じ、理
解の促進に一役買っていた所はあった。今は
一堂に会する機会はなかなか設けにくいた
め、日常的な支援の中で交流を図る等し、理
解を広めている。

コロナ禍において、大人数で集まることを避
けていたが、12月のクリスマス会を機に対面
での運営推進会議を再開した。現場の職員も
参加した。直接御家族様のお話しや気持ちが
聞けたことで、ニーズの把握、サービスの向
上に繋げた。

市担当者とは運営面や生活保護等の件で随
時、電話や訪問相談にてアドバイスを得るな
ど、協力関係を築いている。

株式会社フィールズ



グループホームみさき津久井　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等
の対象となる具体的な行為を正しく理解
するとともに、身体的拘束等の適正化の
ための指針の整備、定期的な委員会の開
催及び従業者への研修を実施し、緊急や
むを得ない場合を除き、身体的拘束等を
しないケアに取り組んでいる。

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等に
ついて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や
事業所内での虐待が見過ごされることが
ないよう注意を払い、防止に努めてい
る。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業
や成年後見制度について学ぶ機会を持
ち、個々の必要性を関係者と話し合い、
それらを活用できるよう支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利
用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十
分な説明を行い理解・納得を図ってい
る。

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や
職員並びに外部者へ表せる機会を設け、
それらを運営に反映させている。

身体拘束適性化委員会を年4回開催し、研修
は年2回実施しています。議題に不適切ケア
を取り上げ、声かけや対応について話し合い
をしています。「ちょっと待って」ととっさ
に出る言葉もスピーチロックになることを職
員間で共有し、別の言葉を一緒に考えるなど
対応を図っています。

管理者は、職員が気軽に話しやすい環境にな
るよう常に意識しています。一日のタイム
テーブルを見直し、常に利用者に目が届くよ
う、日中の職員の3名体制を維持していま
す。知識不足は虐待要因の一つとなるので、
毎月の会議で研修を実施しています。

運営推進会議に複数の家族が参加していま
す。家族の意見で、インターホンで呼び出し
てもすぐに出てもらえないとの意見があり、
無線でボタンを押してフロアに伝わるよう改
善しています。インスタグラムの再開希望に
ついては、しっかり準備の上、検討すること
にしています。

身体拘束について正しい理解を図り(「身体
拘束ゼロの手引き」に基づき)、身体拘束を
しないケアに日々取り組んでいる。定期的に
不適切なケアに関して、課題を抽出し話し合
いを行い、評価・改善を行っている。身体拘
束委員会も定期的に開催している。

高齢者虐待について学ぶ機会を設け、虐待に
あたる行為について確認を行っている。「不
適切な対応」についても適宜、会議等を活用
し話し合いの場を設けている。

個々の必要性が生じた場合、適宜関係者や市
に相談を行い、活用できるように努めてい
る。実際、後見制度を利用している方もい
る。

契約の際は、入居契約書・重要事項説明書等
(それに付帯する書類)に沿って十分説明を
行っている。適宜、疑問点等についての確認
を行い、不安の解消に努めている。ご理解や
納得が得られるように懇切丁寧に対応してい
る。

面会時や運営推進会議等を活用して、ご家族
等の意見や要望をお伺いしている。また、玄
関先にはご意見箱を設置している。それ以外
にもSNSやメール等の通信手段も用いて気兼
ねなく伝えられる場も設けており、可能な限
り汲めるよう努めている。

株式会社フィールズ



グループホームみさき津久井　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の
意見や提案を聞く機会を設け、反映させ
ている。

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働
時間、やりがいなど、各自が向上心を
持って働けるよう職場環境・条件の整備
に努めている。

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケ
アの実際と力量を把握し、法人内外の研
修を受ける機会の確保や、働きながらト
レーニングしていくことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流
する機会をつくり、ネットワークづくり
や勉強会、相互訪問等の活動を通じて、
サービスの質を向上させていく取組みを
している。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人
が困っていること、不安なこと、要望等
に耳を傾けながら、本人の安心を確保す
るための関係づくりに努めている。

現状の1対1面談に加え、面談
シートを活用した定期的な個
人面談が期待されます。

折りをみて気軽に意見を聞いています。管理
者は、職員の自発性を重視し、自ら進んで立
案や検討をしていくことを推進しています。
職員から多剤服薬についての意見があり、皆
で検討し、薬に依存しないケアの実現を目指
したいという姿勢になっています。

新入職員の場合は入職3ヶ月後に意見を書面
に記入してもらい、フィードバックしていま
す。法人が指定した研修については勤務扱い
で、研修費及び交通費が支給されています。
希望休はパート職員は制限無し、社員は月2
～3日取ることが可能です。

新入職員研修で接遇マナーについて研修して
います。各場面設定で自分ならどうするか、
そのイメージを書いてもらい、違いを知り、
現場で着実に使えるようにしています。OJT
（オンザジョブトレーニング）では、本日の
目標を設定し、実施後に振り返りをしていま
す。

アセスメントシートを軸にご利用者様本人が
安心して暮らせる環境を整えていけるよう細
部にわたり情報収集、課題抽出を行ってい
る。本人が話しやすい（表現しやすい）場作
りにも努め、信頼関係構築を図っている。

月1回の定例ミーティングの際に意見や提案
等を聞く機会を設け、施設運営に反映させて
いる。また日々の職員とのコミュニケーショ
ンを大切にして、意見等を運営に繋げられる
ように努めている。1on1面談等の導入も行っ
ている。

評価制度が変更となり、代表者が直接的に環
境改善や条件整備等は行わない仕組みとなっ
た。労働基準法・その他法令に則り運営して
いると考える。

認知症実践者研修や定期的な内部研修等に参
加を促し、サービスの質の向上に努めてい
る。初任者研修・実務者研修へは福利厚生の
一環として当社が研修費用を負担し積極的に
取得してもらうよう努めている。

外部研修で雇用管理者責任者講習を受講させ
ていただき、他施設の管理者と情報交換等の
交流が行えた。

株式会社フィールズ



グループホームみさき津久井　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族
等が困っていること、不安なこと、要望
等に耳を傾けながら、関係づくりに努め
ている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人
と家族等が「その時」まず必要としてい
る支援を見極め、他のサービス利用も含
めた対応に努めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に
置かず、暮らしを共にする者同士の関係
を築いている。

19 ○本人を共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に
置かず、本人と家族の絆を大切にしなが
ら、共に本人を支えていく関係を築いて
いる。

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの
人や場所との関係が途切れないよう、支
援に努めている。

以前によくやっていた草むしりをここで続け
ている人がいます。盆栽に親しんでいた人は
事業所の花や畑の野菜に水やりをしていま
す。以前から参拝していた神社に散歩に行っ
ては賽銭を入れる人、海外にいる娘と動画を
見ながらオンラインで会話をしている人もい
ます。それぞれの馴染みの関係の継続を支援
しています。

入居を考えるに至った経緯やご家族の心情へ
は配慮し、生活状況も踏まえ要望等の把握に
努めている。負担の少ない範囲で支援協力を
お願いしている。面会時や適宜の電話連絡・
メールにより状況報告を行っている。

ご本人・ご家族の状況把握や担当ケアマネか
ら情報収集を行い、必要な支援について優先
順位等を勘案して見定めている。

どちらが優位とかではなく暮らしを共にする
者として、協力し合えるところは行い、自立
支援を念頭に必要な支援を実施している。

どちらかが一方的ではなく面会時やご家族参
加型カンファレンス等を行い、ご家族と情報
交換・共有を行い、今後の方向性について共
通理解を得て共にご本人を支えていける関係
を築けている。

面会はもちろんのこと、外出、外泊にも対応
している。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとり
が孤立せずに利用者同士が関わり合い、
支え合えるような支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、こ
れまでの関係性を大切にしながら、必要
に応じて本人・家族の経過をフォロー
し、相談や支援に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意
向の把握に努めている。困難な場合は、
本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし
方、生活環境、これまでのサービス利用
の経過等の把握に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状
態、有する力等の現状の把握に努めてい
る。

職員は各利用者のケアプランをしっかり確認
したうえで、日々の生活の中でプランに沿っ
た必要な情報を本人から聞き、ケアマネ
ジャーに伝えています。意思疎通が難しい利
用者への目を多くするため、職員を3名体制
に増やし、思いの把握に努めています。

入居時にご家族および関係各所から情報収集
を行い、入居後も定期継続的に心身の状態や
残存能力・暮らしの現状についての把握に努
めている。

アセスメントシートを活用して、一日の過ご
し方や心身の状態・残存能力等、暮らしの現
状の把握に努めている。適宜記録にも残すよ
うにしている。

過剰な干渉は控え、ホームを一つの「社会」
として捉えた支援を実践している。個々の特
性や関係性等を理解し、踏まえた上で必要に
応じて孤立しないようにスタッフが仲介し支
える環境を整えている。

サービス終了後も必要に応じて連絡を取り合
う等の交流を図っている。
何か困った時等も相談しやすい関係性は築け
ている。

ご入居者の生活歴を把握すると共に、ご本人
やご家族の意向や要望を伺い、日々の関わり
の中で気付いた事やそれぞれの想いや希望の
把握に努めている。意思疎通が困難なご入居
者の場合は、ご家族に相談の上、本人本位に
て検討を行っている。
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26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケア
のあり方について、本人、家族、必要な
関係者と話し合い、それぞれの意見やア
イディアを反映し、現状に即した介護計
画を作成している。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づき
や工夫を個別記録に記入し、職員間で情
報を共有しながら実践や介護計画の見直
しに活かしている。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれる
ニーズに対応して、既存のサービスに捉
われない、柔軟な支援やサービスの多機
能化に取り組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資
源を把握し、本人が心身の力を発揮しな
がら安全で豊かな暮らしを楽しむことが
できるよう支援している。

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切に
し、納得が得られたかかりつけ医と事業
所の関係を築きながら、適切な医療を受
けられるように支援している。

現在は全利用者が提携医に切り替えていま
す。毎週水曜日隔週で2回/月、医師と看護師
2名と薬剤師の計4名が18名全員を回診してい
ます。歯科医師は毎週火曜日に来訪し、歯が
なく義歯を使わない人も全員が嚥下検査を希
望しています。8020運動の表彰を受けた利用
者もいます。

ケアプランの評価は本人の訴えに重きをおく
ように心がけ、状態の変化に焦点を当てた記
録をしています。家族以外の親族やクリニッ
クの看護師、医師などと連絡をとり、別の視
点からアドバイスをもらう場合もあります。
歩行が出来なくなった場合は、訪問マッサー
ジを勧めたり、ADLの変化があった場合は食
事形態の見直しを行い、プラン変更を検討し
ています。

ご本人のご様子等は随時フォーカスチャー
ティング評価を実施。根拠に基づく支援の実
践を心掛けている。ご本人・ご家族の意向や
要望を伺い、各関係者にもアドバイスを頂い
ている。ケース会議にはご家族にもご参加い
ただき話し合いの上でプラン作成に繋げてい
る。モニタリングは、3カ月に一回実施し
て、プラン変更の必要性に応じて随時見直し
を行っている。

個々の生活の様子を日々の生活記録(個別記
録)・管理日誌に記入することで全職員が情
報を共有し、ケアの向上やプランの検討・見
直しに活かしている。根拠に基づく介護支援
の実現のため、フォーカスチャーティング形
式による記録も取り入れ評価している。

ご入居者やご家族の要望に応じて、通院介助
や買物支援、面会対応も行っている。オンラ
イン面会やSNSの活用等も取り入れている。
その時々の状況に応じて柔軟的に対応できる
よう努めている。

地域のボランティアの方にご協力をいただい
たり、レク活動に反映させる等、日々の暮ら
しが充実できるよう支援は実践している。コ
ロナ禍でなければ地域の行事等へも積極的に
参加し楽しめていた。

ご本人またはご家族のご希望に応じて、かか
りつけ医の決定は行っている。ホームドク
ターは月2回の定期診療を実施して健康管理
に努めている。
薬局とも密に連携を図り、薬剤の管理体制を
徹底している。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえ
た情報や気づきを、職場内の看護職員や
訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利
用者が適切な受診や看護を受けられるよ
うに支援している。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療でき
るように、また、できるだけ早期に退院
できるように、病院関係者との情報交換
や相談に努めている。又は、そうした場
合に備えて病院関係者との関係づくりを
行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方につい
て、早い段階から本人・家族等と話し合
いを行い、事業所でできることを十分に
説明しながら方針を共有し、地域の関係
者と共にチームで支援に取り組んでい
る。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全
ての職員は応急手当や初期対応の訓練を
定期的に行い、実践力を身に付けてい
る。

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を
問わず利用者が避難できる方法を全職員
が身につけるとともに、地域との協力体
制を築いている。

入居契約時に重度化の対応についての合意書
に署名捺印をもらっています。毎年4月に心
境の変化があるか確認しています。看取りの
際、家族が泊まれるよう1階の地域開放相談
室を開放し、夜通し行ったり来たり出来る場
所を提供しています。

訓練では、火元から一番遠い所からの避難に
ついて布団を使い、職員が利用者役になって
階段から降ろしたり、車いすで避難所の公民
館迄何分掛かるか検証を行い、課題を確認
し、BCPの改訂に活かしています。災害時に
備えた名札の準備など様々な工夫をしていま
す。

「重度化した場合の対応に関わる指針」を提
示、必要時には説明を行い、ご利用者及びご
家族の同意を得ている。ホームドクターとも
連携を図り、適宜インフォームドコンセント
を行っている。終末期（看取りケア）も医療
と連携し可能な限り実施している。

緊急時に備え、対応フローを各所に掲示して
いる。適宜、定例会議内で確認、研修会を開
催して実践力向上に努めている。

災害対策に備えて、年間で各2回ずつ火災と
災害想定の避難訓練を実施している。（うち
1回は消防署立ち合い）コロナ禍でない時は
近隣住民の方にも訓練への協力・立ち合いを
お願いしていた。災害に備えて、食糧・飲料
水・備品などを備蓄して一覧表管理し、いざ
という時に備えている。

医療連携体制加算を算定し、医療面の更なる
強化を図っている。週1回は訪問看護師がご
入居者の健康管理に努めてくれており、必要
に応じてホームドクターと連携を図れてい
る。現場スタッフからも訪問看護師へ気軽に
相談が行えている。必要に応じて外部受診や
看護が受けられるよう支援している。

入院時は、ホームドクターと連携を取りなが
ら医療機関に必要な情報提供を行い、適切な
治療が円滑に受けられるように努めている。
退院時は、当該医療機関のSWやホームドク
ターと連携を取り、ホーム生活を円滑に送れ
るように努めている。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプラ
イバシーを損ねない言葉かけや対応をし
ている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表し
たり、自己決定できるように働きかけて
いる。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのでは
なく、一人ひとりのペースを大切にし、
その日をどのように過ごしたいか、希望
にそって支援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれがで
きるように支援している。

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひ
とりの好みや力を活かしながら、利用者
と職員が一緒に準備や食事、片付けをし
ている。

食事形態はミキサー、一口大など利用者に合
わせた対応をしています。食事の際は盛り付
けや切る、洗う、味見するなどを協力しあ
い、配膳は自分で取りに行くようにしていま
す。誕生日にはエビフライやネギトロ丼など
希望に応えています。またホットプレートを
使ったり、かき氷を好きなシロップで楽しむ
など特別感を味わうことも大事にしていま
す。

「介護倫理」「認知症介護」などの基本編を
解りやすくまとめた資料を全職員に配布し、
研修を定期的に行っています。個人情報は事
業所外に持ち出さないことを徹底していま
す。不適切な言動を見たらその場で注意し合
い、何かをお願いする際に威圧的な言い方は
しないなど気を付けています。

ご利用者個々の人格を尊重して、誇りやプラ
イバシーを損ねないような言葉遣いや対応に
努めている。ご利用者様との距離間を大切に
し、不適切な対応等への気付きや見直す機会
作りも設けている。また個人情報保護などの
研修も実施している。

日頃の関わりの中でご本人の思いや要望を気
軽に話してもらえるような環境作りに努めて
いる。ユニット方針でも掲げ、自己選択機会
を取り入れている。自己決定が困難な場合等
は、代弁者としてご家族も交えながら自己決
定の支援を行っている。

業務優先にならぬようご利用者ファースト
（1番）の視点で尊重し、ご利用者の気持ち
やペースを大切にして、無理強いすることな
く自己決定が行えるように支援している。

ご入居者個々の要望と状況に応じて、訪問理
美容を利用できるように支援している。ま
た、各人の好みに合わせて洋服等を一緒に選
んだり、準備を行っている。定期的にオシャ
レの日を設けてネイルやメイク等も楽しんで
いる。

ご利用者一人ひとりの状態に応じて、食事形
態の工夫は凝らしている。また、食事の準備
や後片付け等を職員と協働で行っている。習
慣的な嗜好品の取入れや食レク・選べる機会
も定期的に設けている。食事を通し他利用者
と交流を深めたり、利用者主体で参加できる
環境作りに努めている。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日
を通じて確保できるよう、一人ひとりの
状態や力、習慣に応じた支援をしてい
る。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎
食後、一人ひとりの口腔状態や本人の力
に応じた口腔ケアをしている。

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一
人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を
活かして、トイレでの排泄や排泄の自立
に向けた支援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食
物の工夫や運動への働きかけ等、個々に
応じた予防に取り組んでいる。

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせ
て入浴を楽しめるように、職員の都合で
曜日や時間帯を決めてしまわずに、個々
に応じた入浴の支援をしている。

夜間の排泄やおむつ交換は、睡眠優先で安眠
に心がけています。体調不良の時に使えるよ
うポータブルトイレを備えています。個人負
担の紙おむつ費用は、業者の協力を得て使用
頻度を調査し、月額6千円以下に抑える工夫
をしています。負担軽減とADLを下げない支
援に努めています。

入浴剤を数種類準備し、入浴を楽しんでも
らっています。自分専用のシャンプーに拘る
人にも対応しています。家族から柚子をもら
い、柚子湯で季節を感じています。入浴を拒
む人には体重測定に協力を、とか、別な職員
が声を掛けるなど、職員で声かけの工夫をし
ています。

定期的(週1回)に歯科往診を行い、必要性と
希望に応じて治療及び口腔ケアを実施してい
る。さらに必要時には外部受診も実施。毎食
後は口腔ケアを行い、用具のセッティングや
言葉掛け等、一人ひとりに応じた支援を行っ
ている。

自力排泄が可能な限りは、トイレで行えるよ
うに支援している。ご利用者一人ひとりの排
泄パターンを把握して、言葉掛け誘導や各人
の仕草を察知して、トイレで排泄できるよう
に支援している。また訴えが難しい方の場合
には習慣を把握して定時誘導も行っている。

適度な運動の取り入れや水分補給、便通の良
い食べ物等を各人に合わせ提供、ホームドク
ターの指示の範囲内で下剤を使用して排便コ
ントロールを行っている。

ご利用者個々の希望や体調に応じて、毎日入
浴していたケースもある。入浴を楽しんでい
ただく為に、入浴剤等で工夫。可能な限り、
湯舟でゆったり浸かれるように状態に応じて
2人介助等で対応もしている。

適時、食事・水分摂取量の把握を行い、体調
や食事制限などを考慮した調理の工夫・提供
を行っている。必要に応じて医療とも連携を
図っている。
嗜好も踏まえつつ、個人ベースで食事管理に
努めている。
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グループホームみさき津久井　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況
に応じて、休息したり、安心して気持ち
よく眠れるよう支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副
作用、用法や用量について理解してお
り、服薬の支援と症状の変化の確認に努
めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよ
うに、一人ひとりの生活歴や力を活かし
た役割、嗜好品、楽しみごと、気分転換
等の支援をしている。

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸
外に出かけられるよう支援に努めてい
る。また、普段は行けないような場所で
も、本人の希望を把握し、家族や地域の
人々と協力しながら出かけられるように
支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さ
を理解しており、一人ひとりの希望や力
に応じて、お金を所持したり使えるよう
に支援している。

近隣のガーデニングをやっている家など、ひ
と回り15分程度の時間で、1対1での近隣散歩
をしています。一人ずつ数人対応していま
す。夏祭りに参加したり、希望する人を法人
の車に数名乗せ、花見ドライブに出かけてい
ます。何回か交代で繰り返し、外出の機会を
提供しています。

個々の体調や状態に考慮して、日中の活動
(散歩等のアクテビティ)を習慣的に取り入れ
て、ほどよい運動機会や生活リズムを整えて
いる。また、個別的な対応で、空調・湿度管
理を行い、安眠できるように支援している。

全職員が服薬手順（服薬時ルール）を理解
し、服薬支援は特定の担当者が原則行ってい
る。薬情をご入居者の各個人ファイルに保管
をして都度、確認できる体制にある。また、
薬に関してのトラブルは、提携薬局に24時間
連絡相談できる体制がある。

個々の体調や状態に合わせて、食事・洗濯・
掃除等の家事全般を職員と協働で行える様に
努めている。また、アクティビティ月間予定
表も取り入れ計画的に心身機能維持・楽しみ
ごと・気分転換ができる様に工夫を行ってい
る。新たに「生きがいday」も実施してい
る。

コロナ禍では以前に比べると外出頻度は減少
してしまったが、日常的な散歩や近隣周辺へ
の外出は行えている。

ご利用者の個々の状態に応じて、少額程度の
金銭を所持するケースもある。買い物外出の
際は、自ら欲しいものを選び、代金の支払い
を行っている。金銭管理が困難な場合は、商
品を自ら選んでいただき、立替金(施設管理)
にて支払いを行っている。
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グループホームみさき津久井　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援
をしている。

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、
食堂、浴室、トイレ等）が、利用者に
とって不快や混乱をまねくような刺激
（音、光、色、広さ、温度など）がない
ように配慮し、生活感や季節感を採り入
れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の
合った利用者同士で思い思いに過ごせる
ような居場所の工夫をしている。

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家
族と相談しながら、使い慣れたものや好
みのものを活かして、本人が居心地よく
過ごせるような工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」
や「わかること」を活かして、安全かつ
できるだけ自立した生活が送れるように
工夫している。

入浴の着替えの際に足元が良く見えるよう、
照明をさわやかで明るい昼光色に切り替えて
います。音楽CDデッキを使い、広いリビング
を2つのエリアに分けて、テレビと音楽それ
ぞれで楽しめるようにしています。観葉植物
も育てています。フロアに温湿度計を置き、
夏は25度、冬は26度で一定の温度を保つよう
にしています。

持ち込みについて、こたつ、冷蔵庫、生き
物、安全と衛生管理の面で生ものを不可とし
ています。裁縫をする人のハサミ類は使う時
に貸し出し、普段は事務所で預かっていま
す。自己管理が難しくなった場合には、自宅
へ家具などを返す場合もあります。安全に過
ごせるよう配慮しています。

ご利用者の希望に応じて、ご家族・友人等へ
電話ができるように支援している。またご家
族等からの電話の取次ぎも行い交流機会をも
てるように支援している。最近ではオンライ
ンで顔と顔を合わせてお話しすることもあ
る。

ご利用者が居心地よく過ごせるように照明や
室温に配慮して、季節を感じられるような貼
り絵や草花を飾り、安心してゆったり過ごせ
る空間作りに努めている。

共用空間の中でも、それぞれのエリアで気の
合った者同士で会話をしたり、テレビを観
る、外を眺める等、個々が思い思いに過ごせ
る時間を大切にした支援に努めている。ま
た、人の気配を感じながら 安心してひとり
の時間も過ごせる様な空間作りも行ってい
る。

ご本人の使い慣れた家具や衣類、馴染みのあ
るもの等をお持ち込みいただき、安心してこ
れまでと同じような生活ができるよう工夫し
ている。人によってはこだわりの寝心地や寝
具等も取り入れている。

建物内部はバリアフリーとなっており、各所
に手すりを設置している。各居室やトイレ等
には文字表記をして、わかりやすい生活環境
作りを心掛けている。
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 ○ 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが ○ 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 ○ 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

○ 2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不
安なく過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた
柔軟な支援により、安心して暮らせてい
る。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安な
こと、求めていることをよく聴いてお
り、信頼関係ができている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおお
むね満足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービ
スにおおむね満足していると思う。

通いの場やグループホームに馴染みの人
や地域の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

運営推進会議を通して、地域住民や地元
の関係者とのつながりの拡がりや深まり
があり、事業所の理解者や応援者が増え
ている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の
意向を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場
面がある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らして
いる。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生き
とした表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけ
ている。
（参考項目：49）

 事業所名 グループホームみさき津久井

 ユニット名 2ユニット（2階）

　Ⅴ　アウトカム項目
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グループホームみさき津久井　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

　Ⅰ　理念に基づく運営

1 1 ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を
共有して実践につなげている。

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日
常的に交流している。

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々に
向けて活かしている。

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や
話し合いを行い、そこでの意見をサービス向
上に活かしている。

5 4 ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取組みを積極的
に伝えながら、協力関係を築くように取り組
んでいる。

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所
理念を掲げ、毎朝礼時に管理者と職員は唱和
を行っている。毎日の生活の中にも溶け込ん
でおり、皆がご利用者様にとっての「幸せ」
についてイメージしながら支援している。ご
家族様からの言葉からも実践できているので
はと考える。

コロナ禍において直接的な機会の喪失は正直
ある。一方で毎日の日課として地域近隣を散
歩する機会は変わらずにある。地域の方と挨
拶を交わしたり、お話しができる場面もあ
り、交流は図れており、常に地域の方に見守
られている安心感がある。

コロナ流行前はみさきCafé開催等も通じ、理
解の促進に一役買っていた所はあった。今は
一堂に会する機会はなかなか設けにくいた
め、日常的な支援の中で交流を図る等し、理
解を広めている。

コロナ禍において、大人数で集まることを避
けていたが、12月のクリスマス会を機に対面
での運営推進会議を再開した。現場の職員も
参加した。直接御家族様のお話しや気持ちが
聞けたことで、ニーズの把握、サービスの向
上に繋げた。

市担当者とは運営面や生活保護等の件で随
時、電話や訪問相談にてアドバイスを得るな
ど、協力関係を築いている。
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グループホームみさき津久井　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が、身体的拘束等の対
象となる具体的な行為を正しく理解するとと
もに、身体的拘束等の適正化のための指針の
整備、定期的な委員会の開催及び従業者への
研修を実施し、緊急やむを得ない場合を除
き、身体的拘束等をしないケアに取り組んで
いる。

7 6 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内
での虐待が見過ごされることがないよう注意
を払い、防止に努めている。

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成
年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の
必要性を関係者と話し合い、それらを活用で
きるよう支援している。

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明
を行い理解・納得を図っている。

10 7 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員
並びに外部者へ表せる機会を設け、それらを
運営に反映させている。

身体拘束について正しい理解を図り(「身体
拘束ゼロの手引き」に基づき)、身体拘束を
しないケアに日々取り組んでいる。定期的に
不適切なケアに関して、課題を抽出し話し合
いを行い、評価・改善を行っている。身体拘
束委員会も定期的に開催している。

高齢者虐待について学ぶ機会を設け、虐待に
あたる行為について確認を行っている。「不
適切な対応」についても適宜、会議等を活用
し話し合いの場を設けている。

個々の必要性が生じた場合、適宜関係者や市
に相談を行い、活用できるように努めてい
る。実際、後見制度を利用している方もい
る。

契約の際は、入居契約書・重要事項説明書等
(それに付帯する書類)に沿って十分説明を
行っている。適宜、疑問点等についての確認
を行い、不安の解消に努めている。ご理解や
納得が得られるように懇切丁寧に対応してい
る。

面会時や運営推進会議等を活用して、ご家族
等の意見や要望をお伺いしている。また、玄
関先にはご意見箱を設置している。それ以外
にもSNSやメール等の通信手段も用いて気兼
ねなく伝えられる場も設けており、可能な限
り汲めるよう努めている。
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グループホームみさき津久井　

自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

11 8 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見
や提案を聞く機会を設け、反映させている。

12 9 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、
勤務状況を把握し、給与水準、労働時間、や
りがいなど、各自が向上心を持って働けるよ
う職場環境・条件の整備に努めている。

13 10 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの
実際と力量を把握し、法人内外の研修を受け
る機会の確保や、働きながらトレーニングし
ていくことを進めている。

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する
機会をつくり、ネットワークづくりや勉強
会、相互訪問等の活動を通じて、サービスの
質を向上させていく取組みをしている。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を
傾けながら、本人の安心を確保するための関
係づくりに努めている。

アセスメントシートを軸にご利用者様本人が
安心して暮らせる環境を整えていけるよう細
部にわたり情報収集、課題抽出を行ってい
る。本人が話しやすい（表現しやすい）場作
りにも努め、信頼関係構築を図っている。

月1回の定例ミーティングの際に意見や提案
等を聞く機会を設け、施設運営に反映させて
いる。また日々の職員とのコミュニケーショ
ンを大切にして、意見等を運営に繋げられる
ように努めている。1on1面談等の導入も行っ
ている。

評価制度が変更となり、代表者が直接的に環
境改善や条件整備等は行わない仕組みとなっ
た。労働基準法・その他法令に則り運営して
いると考える。

認知症実践者研修や定期的な内部研修等に参
加を促し、サービスの質の向上に努めてい
る。初任者研修・実務者研修へは福利厚生の
一環として当社が研修費用を負担し積極的に
取得してもらうよう努めている。

外部研修で雇用管理者責任者講習を受講させ
ていただき、他施設の管理者と情報交換等の
交流が行えた。
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16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が
困っていること、不安なこと、要望等に耳を
傾けながら、関係づくりに努めている。

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家
族等が「その時」まず必要としている支援を
見極め、他のサービス利用も含めた対応に努
めている。

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置か
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いて
いる。

19 ○本人を共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置か
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に
本人を支えていく関係を築いている。

20 11 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や
場所との関係が途切れないよう、支援に努め
ている。

入居を考えるに至った経緯やご家族の心情へ
は配慮し、生活状況も踏まえ要望等の把握に
努めている。負担の少ない範囲で支援協力を
お願いしている。面会時や適宜の電話連絡・
メールにより状況報告を行っている。

ご本人・ご家族の状況把握や担当ケアマネか
ら情報収集を行い、必要な支援について優先
順位等を勘案して見定めている。

どちらが優位とかではなく暮らしを共にする
者として、協力し合えるところは行い、自立
支援を念頭に必要な支援を実施している。

どちらかが一方的ではなく面会時やご家族参
加型カンファレンス等を行い、ご家族と情報
交換・共有を行い、今後の方向性について共
通理解を得て共にご本人を支えていける関係
を築けている。

面会はもちろんのこと、外出、外泊にも対応
している。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤
立せずに利用者同士が関わり合い、支え合え
るような支援に努めている。

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これま
での関係性を大切にしながら、必要に応じて
本人・家族の経過をフォローし、相談や支援
に努めている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

23 12 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の
把握に努めている。困難な場合は、本人本位
に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生
活環境、これまでのサービス利用の経過等の
把握に努めている。

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有
する力等の現状の把握に努めている。

入居時にご家族および関係各所から情報収集
を行い、入居後も定期継続的に心身の状態や
残存能力・暮らしの現状についての把握に努
めている。

アセスメントシートを活用して、一日の過ご
し方や心身の状態・残存能力等、暮らしの現
状の把握に努めている。適宜記録にも残すよ
うにしている。

過剰な干渉は控え、ホームを一つの「社会」
として捉えた支援を実践している。個々の特
性や関係性等を理解し、踏まえた上で必要に
応じて孤立しないようにスタッフが仲介し支
える環境を整えている。

サービス終了後も必要に応じて連絡を取り合
う等の交流を図っている。
何か困った時等も相談しやすい関係性は築け
ている。

ご入居者の生活歴を把握すると共に、ご本人
やご家族の意向や要望を伺い、日々の関わり
の中で気付いた事やそれぞれの想いや希望の
把握に努めている。意思疎通が困難なご入居
者の場合は、ご家族に相談の上、本人本位に
て検討を行っている。
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26 13 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあ
り方について、本人、家族、必要な関係者と
話し合い、それぞれの意見やアイディアを反
映し、現状に即した介護計画を作成してい
る。

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工
夫を個別記録に記入し、職員間で情報を共有
しながら実践や介護計画の見直しに活かして
いる。

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニー
ズに対応して、既存のサービスに捉われな
い、柔軟な支援やサービスの多機能化に取り
組んでいる。

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を
把握し、本人が心身の力を発揮しながら安全
で豊かな暮らしを楽しむことができるよう支
援している。

30 14 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、
納得が得られたかかりつけ医と事業所の関係
を築きながら、適切な医療を受けられるよう
に支援している。

ご本人のご様子等は随時フォーカスチャー
ティング評価を実施。根拠に基づく支援の実
践を心掛けている。ご本人・ご家族の意向や
要望を伺い、各関係者にもアドバイスを頂い
ている。ケース会議にはご家族にもご参加い
ただき話し合いの上でプラン作成に繋げてい
る。モニタリングは、3カ月に一回実施し
て、プラン変更の必要性に応じて随時見直し
を行っている。

個々の生活の様子を日々の生活記録(個別記
録)・管理日誌に記入することで全職員が情
報を共有し、ケアの向上やプランの検討・見
直しに活かしている。根拠に基づく介護支援
の実現のため、フォーカスチャーティング形
式による記録も取り入れ評価している。

ご入居者やご家族の要望に応じて、通院介助
や買物支援、面会対応も行っている。オンラ
イン面会やSNSの活用等も取り入れている。
その時々の状況に応じて柔軟的に対応できる
よう努めている。

地域のボランティアの方にご協力をいただい
たり、レク活動に反映させる等、日々の暮ら
しが充実できるよう支援は実践している。コ
ロナ禍でなければ地域の行事等へも積極的に
参加し楽しめていた。

ご本人またはご家族のご希望に応じて、かか
りつけ医の決定は行っている。ホームドク
ターは月2回の定期診療を実施して健康管理
に努めている。
薬局とも密に連携を図り、薬剤の管理体制を
徹底している。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情
報や気づきを、職場内の看護職員や訪問看護
師等に伝えて相談し、個々の利用者が適切な
受診や看護を受けられるように支援してい
る。

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよ
うに、また、できるだけ早期に退院できるよ
うに、病院関係者との情報交換や相談に努め
ている。又は、そうした場合に備えて病院関
係者との関係づくりを行っている。

33 15 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、
早い段階から本人・家族等と話し合いを行
い、事業所でできることを十分に説明しなが
ら方針を共有し、地域の関係者と共にチーム
で支援に取り組んでいる。

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての
職員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に
行い、実践力を身に付けている。

35 16 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わ
ず利用者が避難できる方法を全職員が身につ
けるとともに、地域との協力体制を築いてい
る。

「重度化した場合の対応に関わる指針」を提
示、必要時には説明を行い、ご利用者及びご
家族の同意を得ている。ホームドクターとも
連携を図り、適宜インフォームドコンセント
を行っている。終末期（看取りケア）も医療
と連携し可能な限り実施している。

緊急時に備え、対応フローを各所に掲示して
いる。適宜、定例会議内で確認、研修会を開
催して実践力向上に努めている。

災害対策に備えて、年間で各2回ずつ火災と
災害想定の避難訓練を実施している。（うち
1回は消防署立ち合い）コロナ禍でない時は
近隣住民の方にも訓練への協力・立ち合いを
お願いしていた。災害に備えて、食糧・飲料
水・備品などを備蓄して一覧表管理し、いざ
という時に備えている。

医療連携体制加算を算定し、医療面の更なる
強化を図っている。週1回は訪問看護師がご
入居者の健康管理に努めてくれており、必要
に応じてホームドクターと連携を図れてい
る。現場スタッフからも訪問看護師へ気軽に
相談が行えている。必要に応じて外部受診や
看護が受けられるよう支援している。

入院時は、ホームドクターと連携を取りなが
ら医療機関に必要な情報提供を行い、適切な
治療が円滑に受けられるように努めている。
退院時は、当該医療機関のSWやホームドク
ターと連携を取り、ホーム生活を円滑に送れ
るように努めている。
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　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

36 17 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている。

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表した
り、自己決定できるように働きかけている。

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではな
く、一人ひとりのペースを大切にし、その日
をどのように過ごしたいか、希望にそって支
援している。

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができる
ように支援している。

40 18 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとり
の好みや力を活かしながら、利用者と職員が
一緒に準備や食事、片付けをしている。

ご利用者個々の人格を尊重して、誇りやプラ
イバシーを損ねないような言葉遣いや対応に
努めている。ご利用者様との距離間を大切に
し、不適切な対応等への気付きや見直す機会
作りも設けている。また個人情報保護などの
研修も実施している。

日頃の関わりの中でご本人の思いや要望を気
軽に話してもらえるような環境作りに努めて
いる。ユニット方針でも掲げ、自己選択機会
を取り入れている。自己決定が困難な場合等
は、代弁者としてご家族も交えながら自己決
定の支援を行っている。

業務優先にならぬようご利用者ファースト
（1番）の視点で尊重し、ご利用者の気持ち
やペースを大切にして、無理強いすることな
く自己決定が行えるように支援している。

ご入居者個々の要望と状況に応じて、訪問理
美容を利用できるように支援している。ま
た、各人の好みに合わせて洋服等を一緒に選
んだり、準備を行っている。定期的にオシャ
レの日を設けてネイルやメイク等も楽しんで
いる。

ご利用者一人ひとりの状態に応じて、食事形
態の工夫は凝らしている。また、食事の準備
や後片付け等を職員と協働で行っている。習
慣的な嗜好品の取入れや食レク・選べる機会
も定期的に設けている。食事を通し他利用者
と交流を深めたり、利用者主体で参加できる
環境作りに努めている。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通
じて確保できるよう、一人ひとりの状態や
力、習慣に応じた支援をしている。

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じ
た口腔ケアをしている。

43 19 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひ
とりの力や排泄のパターン、習慣を活かし
て、トイレでの排泄や排泄の自立に向けた支
援を行っている。

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の
工夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予
防に取り組んでいる。

45 20 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入
浴を楽しめるように、職員の都合で曜日や時
間帯を決めてしまわずに、個々に応じた入浴
の支援をしている。

定期的(週1回)に歯科往診を行い、必要性と
希望に応じて治療及び口腔ケアを実施してい
る。さらに必要時には外部受診も実施。毎食
後は口腔ケアを行い、用具のセッティングや
言葉掛け等、一人ひとりに応じた支援を行っ
ている。

自力排泄が可能な限りは、トイレで行えるよ
うに支援している。ご利用者一人ひとりの排
泄パターンを把握して、言葉掛け誘導や各人
の仕草を察知して、トイレで排泄できるよう
に支援している。また訴えが難しい方の場合
には習慣を把握して定時誘導も行っている。

適度な運動の取り入れや水分補給、便通の良
い食べ物等を各人に合わせ提供、ホームドク
ターの指示の範囲内で下剤を使用して排便コ
ントロールを行っている。

ご利用者個々の希望や体調に応じて、毎日入
浴していたケースもある。入浴を楽しんでい
ただく為に、入浴剤等で工夫。可能な限り、
湯舟でゆったり浸かれるように状態に応じて
2人介助等で対応もしている。

適時、食事・水分摂取量の把握を行い、体調
や食事制限などを考慮した調理の工夫・提供
を行っている。必要に応じて医療とも連携を
図っている。
嗜好も踏まえつつ、個人ベースで食事管理に
努めている。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応
じて、休息したり、安心して気持ちよく眠れ
るよう支援している。

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作
用、用法や用量について理解しており、服薬
の支援と症状の変化の確認に努めている。

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支援
をしている。

49 21 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に
出かけられるよう支援に努めている。また、
普段は行けないような場所でも、本人の希望
を把握し、家族や地域の人々と協力しながら
出かけられるように支援している。

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理
解しており、一人ひとりの希望や力に応じ
て、お金を所持したり使えるように支援して
いる。

個々の体調や状態に考慮して、日中の活動
(散歩等のアクテビティ)を習慣的に取り入れ
て、ほどよい運動機会や生活リズムを整えて
いる。また、個別的な対応で、空調・湿度管
理を行い、安眠できるように支援している。

全職員が服薬手順（服薬時ルール）を理解
し、服薬支援は特定の担当者が原則行ってい
る。薬情をご入居者の各個人ファイルに保管
をして都度、確認できる体制にある。また、
薬に関してのトラブルは、提携薬局に24時間
連絡相談できる体制がある。

個々の体調や状態に合わせて、食事・洗濯・
掃除等の家事全般を職員と協働で行える様に
努めている。また、アクティビティ月間予定
表も取り入れ計画的に心身機能維持・楽しみ
ごと・気分転換ができる様に工夫を行ってい
る。新たに「生きがいday」も実施してい
る。

コロナ禍では以前に比べると外出頻度は減少
してしまったが、日常的な散歩や近隣周辺へ
の外出は行えている。

ご利用者の個々の状態に応じて、少額程度の
金銭を所持するケースもある。買い物外出の
際は、自ら欲しいものを選び、代金の支払い
を行っている。金銭管理が困難な場合は、商
品を自ら選んでいただき、立替金(施設管理)
にて支払いを行っている。

株式会社フィールズ
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自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

外部評価自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、
手紙のやり取りができるように支援をしてい
る。

52 22 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとって不
快や混乱をまねくような刺激（音、光、色、
広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ごせ
るような工夫をしている。

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所

共用空間の中で、独りになれたり、気の合っ
た利用者同士で思い思いに過ごせるような居
場所の工夫をしている。

54 23 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と
相談しながら、使い慣れたものや好みのもの
を活かして、本人が居心地よく過ごせるよう
な工夫をしている。

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や
「わかること」を活かして、安全かつできる
だけ自立した生活が送れるように工夫してい
る。

ご利用者の希望に応じて、ご家族・友人等へ
電話ができるように支援している。またご家
族等からの電話の取次ぎも行い交流機会をも
てるように支援している。最近ではオンライ
ンで顔と顔を合わせてお話しすることもあ
る。

ご利用者が居心地よく過ごせるように照明や
室温に配慮して、季節を感じられるような貼
り絵や草花を飾り、安心してゆったり過ごせ
る空間作りに努めている。

共用空間の中でも、それぞれのエリアで気の
合った者同士で会話をしたり、テレビを観
る、外を眺める等、個々が思い思いに過ごせ
る時間を大切にした支援に努めている。ま
た、人の気配を感じながら 安心してひとり
の時間も過ごせる様な空間作りも行ってい
る。

ご本人の使い慣れた家具や衣類、馴染みのあ
るもの等をお持ち込みいただき、安心してこ
れまでと同じような生活ができるよう工夫し
ている。人によってはこだわりの寝心地や寝
具等も取り入れている。

建物内部はバリアフリーとなっており、各所
に手すりを設置している。各居室やトイレ等
には文字表記をして、わかりやすい生活環境
作りを心掛けている。

株式会社フィールズ



優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標
目標達成に向けた

具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 11

現状の1対1面談に加え、面談シートを
活用した定期的な個人面談が期待され
ます。

面談シートを活用した定期的な個人面
談を行う。

施設独自の面談シートを作成し、職員1
人1人の意見や提案をより多く把握し、
施設運営に繋げて行く。 6ヶ月

2

3

4

5
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